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コ・ツーリズムの適地は、 (Sl) もっとも適している、 (S2)かなり適している、 (S3)あまり適していない、
(N)全く適していない、の 4つのランクに分類され、空間的可視化がなされた。現在の土地利用とのオーバー
レイ解析により、 Slは自然保護区に多く分布することが判明した。これらの地域は、一般観光客の受け入
れを増やすよりは、学校教育や環境保全のために利用すべきである。 S2は研究対象地域の東部と西部に広
く分布するD これらの地域では積極的にエコ・ツーリズムを推進すべきで、観光客のニーズを満たす諸施設
を効果的に配置するとともに、サービスを充実させる必要がある。 S3は、エコ・ツーリズムに特化するの
ではなく、一般観光客を広く集め、一般観光地としての発展を目指すべき地域として位置づけられる。 S3
はスラタニ州の中央部に広く展開する。観光を軸とした経済発展がもっとも期待される地域である。 Nは、
自然環境への負荷が大きく、エコ・ツーリズムの発展を控えるべき地域として位置づけられる。以上の分析
結果をもとに、結論では、エコ・ツーリズムを持続的に発展させるために、これら 4つの地域では今後どん
な開発を行い、どのように管理運営をすべきか、行政の役割にも言及しながら具体的な政策提言を行った。
審査の結果の要旨
観光空間の研究に、計量地理学的手法を用いた論文はきわめて少ない。その背景に適切な量的・質的デー
タが入手しがたいことがある。この研究では、 GISの技術と AHPの技法を効果的に結びつけ、定性的デー
タを自ら取得し、エコ・ツーリズムの適地選定を客観的かっ科学的に行い、説得力のある分析結果を導いて
いる。本論文は、新機軸の独創性に富んだ研究として高く評価できる。ランク付けされた適地を地図上に空
間可視化するとともに、「あまり適していないjとランクづけられた地域では、エコ・ツーリズムをサポー
トする諸施設を誘導すべきといった、今後の方向性に関する具体的な提言は本研究のオリジナリティを高め
ている口本研究で得られた結論は、今後の地域計画や観光政策の有力な基礎資料として貢献することが期待
される。さらに、エコ・ツーリズム研究における本手法の有効性を示し、東南アジアのほかの地域でも適用
可能なことを示した点も特筆に値する。
平成24年1月初日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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